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【Abstract】 

 ネコ科動物が特定の植物に対して頭や体をこすりつける「マタタビ反応」は世界的にも

よく知られている。マタタビ反応は 1700 年頃に日本やイギリスで報告されており、マ

タタビに含まれるイリドイド化合物によって誘発されている。しかし、マタタビ反応自体

の生理学的機能やメカニズムは未解明である。本研究では家猫におけるマタタビ反応の

生物学的機能とメカニズムを明らかにすることを目的とした。マタタビの乾燥葉の精製

はシリカゲルカラムクロマトグラフィーと HPLC で精製された。また、最終精製画分の

GC/MS の解析、Wiley MS library、合成した標品との比較により、主成分は cis-trans 

nepetalactol であった。先行研究において見出された合成法で合成された nepetalactol

を用いたマタタビ反応の評価ではコントロールと比較して優位に誘発した。また、マタタ

ビに含まれるイリドイド化合物は nepetalactol が他のイリドイド化合物に比べてはるか

に多く含まれることからも、マタタビ反応を誘発させる主成分は nepetalactol であるこ

とが判明した。さらに、nepetalactol はジャガーなど複数のネコ科動物でも家猫と同様

にマタタビ反応を誘発させた。一方、先行研究においてマタタビ反応において猫は快感を

得ていることがわかっており、筆者ら nepetalactol が多幸感を制御するµ-オピオイド受

容体を刺激するのではないかと仮説をたてた。オピオイド受容体拮抗薬である naloxone

によって nepetalactol によって誘発されるマタタビ反応の持続時間が低下したことから

仮説が正しいことが示唆された。さらに、イヌハッカ由来の nepetactone が蚊を忌避さ

せることが報告されており、nepetalactol も同様に活性を示した。 

 このようにして 300 年前に発見されたマタタビ反応の新たなメカニズムが発見され

た。しかし、nepetalactol が µ-オピオイド受容体をどのように活性化させるかは不透明

であり、蚊に対して忌避する必要性も曖昧であるため、今後これらのメカニズム等が解明

されることでさらにマタタビ反応への理解が深まるであろう。 

 


